
つ
い
て
、
教
育
や
医
療
に
向

け
れ
ば
何
が
で
き
る
か
試
算

し
て
い
る
▼
自
民
党
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
２
％
以
上
を
念
頭
に
防

衛
費
の
増
額
を
政
府
に
提

言
、
２
％
以
上
の
増
額
に
は

５
兆
円
規
模
の
予
算
が
必
要

と
な
る
▼
で
は
「
５
兆
円
」

あ
っ
た
ら
何
が
で
き
る
か
。

子
育
て
教
育
関
連
で
は
大
学

授
業
料
の
無
償
化
、
児
童
手

当
の
高
校
ま
で
の
延
長
、
小

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
、

年
金
関
連
で
は
受
給
権
者
全

員
に
１
人
12
万
円
を
追
加
で

支
給
、
医
療
関
連
で
は
公
的

保
険
医
療
の
自
己
負
担
（
１

～
３
割
）
を
ゼ
ロ
に
、
消
費

税
で
は
現
在
の
10
％
か
ら
２

％
を
引
き
下
げ
が
で
き
る
▼

国
は
国
民
を
守
る
た
め
に
防

衛
費
の
増
額
を
強
調
す
る
が

外
国
か
ら
武
器
を
大
量
に
購

入
す
る
こ
と
で
国
民
の
命
を

守
れ
る
と
は
思
え
な
い
▼
コ

ロ
ナ
禍
で
国
民
生
活
は
委
縮

し
、
物
価
高
で
生
活
苦
の
年

金
生
活
者
や
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
は
溢
れ
て
い
る
▼
あ
る
国

会
議
員
は
仮
に
５
兆
円
を
医

療
費
負
担
に
か
ぶ
せ
る
な
ら

現
役
世
代
は
３
割
負
担
が
６

割
に
な
る
と
試
算
す
る
▼
打

ち
出
の
小
槌
な
ど
何
処
に
も

な
い
。
増
額
の
原
資
は
私
た

ち
の
血
税
だ
。
そ
の
血
税
で

他
国
の
国
民
が
傷
つ
く
武
器

の
増
強
は
許
さ
な
い
。（
廣
）

　
東
京
新
聞
、
村

上
一
樹
記
者
が
、

い
ま
日
本
が
進
め

よ
う
と
し
て
い
る

「
防
衛
費
倍
増
」

に
必
要
な
予
算
に

A

そ
し
て
、
私
た
ち
医
療
や
介

護
事
業
に
従
事
す
る
者
に
と

っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

き
び
し
い
情
勢
が
待
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
り

わ
け
２
０
２
４
年
度
の
診
療

と
介
護「
ダ
ブ
ル
報
酬
改
定
」

の
嵐
に
耐
え
得
る
組
織
づ
く

り
を
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
第
２
に
は
、
旭
川
市
内
に

お
い
て
も
65
歳
以
上
の
人
口

比
率
が
40
％
以
上
と
な
る
中

で
、「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
」、

「
24
時
間
、
３
６
５
日
の
在

宅
療
養
や
生
活
に
寄
り
添

う
」
こ
と
、
高
齢
者
の
目
線

で
「
選
ば
れ
る
事
業
所
」
と

な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
第
３
に
は
、
き
び
し
い
医

師
体
制
や
医
療
、
介
護
に
従

事
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
困
難
が

継
続
す
る
中
で
、
組
織
の
力

を
結
集
し
て
「
医
療
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
な
提

供
」
が
で
き
る
施
設
づ
く
り

を
め
ざ
す
こ
と
が
目
標
と
な

り
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
じ

て
、
新
た
な
人
材
確
保
や
養

成
を
具
体
化
、
次
代
の
道
北

勤
医
協
の
医
療
と
介
護
事
業

を
担
う
職
員
の
確
保
と
育
成

に
と
り
く
み
ま
す
。

　
主
な「
事
業
計
画
」で
は
、

私
た
ち
は
今
後
４
年
間
を
①

「
経
営
的
弱
点
克
服
と
基
盤

の
確
立
を
め
ざ
す
期
間
」（
２

０
２
２
年
～
２
０
２
３
年
）、

②
「
医
療
・
介
護
の
一
体
的

提
供
を
推
進
す
る
組
織
づ
く

り
期
間
」（
２
０
２
４
年
～

２
０
２
５
年
）
の
２
つ
の
ス

テ
ー
ジ
を
設
定
し
ま
す
。

　
前
半
期
で
は
、
老
健
施
設

「
か
た
く
り
の
郷
」
及
び
、

介
護
事
業
の
あ
り
方
を
焦
点

に
経
営
基
盤
の
強
化
と
事
業

再
編
に
と
り
く
み
ま
す
。
ま

た
後
半
期
で
は
、
一
条
通
病

院
の
入
院
機
能
の
見
直
し
を

軸
に
、
高
齢
者
医
療
、
介
護

の
拠
点
づ
く
り
に
と
り
く
み

ま
す
。同
時
に
、在
宅
医
療
、

健
診
活
動
の
新
た
な
展
開
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
旭
川
市
内
に
複

数
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
新
た
な
介
護
事
業
所
を

開
設
し
、
地
域
に
密
着
す
る

事
業
展
開
を
具
体
化
し
ま

す
。
旧
旭
川
北
医
院
が
あ
っ

た
エ
リ
ア
も
同
様
な
拠
点
の

ひ
と
つ
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
度
に
は
開
設

30
年
を
迎
え
る
宗
谷
医
院
や

老
健
施
設「
か
た
く
り
の
郷
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
６
年

度
以
降
の
新
た
な
展
開
に
む

け
て
、
将
来
構
想
の
議
論
を

開
始
し
ま
す
。

　
今
回
の「
事
業
計
画
」（
～

２
０
２
５
）
は
、
道
北
勤
医

協
の
将
来
に
と
っ
て
「
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
と
な
る

も
の
で
す
。
友
の
会
の
皆
さ

ん
の
声
も
生
か
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

第66回定時社員総会開催
医療と介護サービスの一体的提供めざす

「事業計画」(～2025)を全会一致で採択

（
～
２
０
２
５
）

　
道
北
勤
医
協
は
、
６
月
18
日
に
第
66
回
定
時
社

員
総
会
を
開
催
し
、
鈴
木
和
仁
理
事
長
、
宮
本
和

俊
副
理
事
長
、
橋
本
浩
德
専
務
理
事
を
再
選
す
る

と
と
も
に
、新
た
な
理
事
会
と
「
事
業
計
画
」（
～

２
０
２
５
）
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
「
事
業
計
画
」（
～
２
０
２
５
）
の
概
要
に
つ
い

て
、
橋
本
浩
德
専
務
理
事
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
回
の「
事
業
計
画
」は
、

２
０
２
２
年
度
～
２
０
２
５

年
度
に
道
北
勤
医
協
が
と
り

く
む
医
療
、介
護
計
画
で
す
。

「
高
齢
化
が
加
速
す
る
地
域

の
中
で
、
道
北
勤
医
協
の
病

院
、
診
療
所
、
介
護
事
業
所

が
一
体
と
な
っ
て
、
医
療
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
体

に
な
ろ
う
」
と
い

う
目
標
に
向
か
っ

て
、
２
０
２
２
年

度
か
ら
の
４
年
間

の
計
画
で
す
。

　
私
た
ち
の
「
事

業
計
画
」
策
定
の

基
本
認
識
は
３
点

で
す
。

　
第
１
に
、
２
０

４
０
年
に
む
け
て

政
府
、
厚
労
省
が

描
く
医
療
・
福
祉

政
策
は
、「
全
世

代
型
社
会
保
障
」

の
名
の
下
で
、
自

己
責
任
を
基
本
と

し
て
社
会
保
障
制

度
解
体
と
受
益
者

負
担
主
義
の
徹
底

を
具
体
化
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

患
者
の
み
な
さ
ん

や
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
方
々

活発な議論が行われた第66回定時社員総会

道
北
勤
医
協「
事
業
計
画
」
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事
業
計
画
プ
ラ
ン

「
介
護
事
業
に
関
し
て
」

法
人
介
護
事
業
部
長
　

三
瓶
　
峰
智
さ
ん

　
道
北
勤
医
協
の
介
護
事
業

は
、
老
健
か
た
く
り
の
郷
を

は
じ
め
経
営
的
に
成
功
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
原
因
の

根
本
は
社
会
保
障
制
度
の
改

悪
等
政
治
の
課
題
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

　
か
た
く
り
の
郷
は
道
北
勤

医
協
に
と
っ
て
、
介
護
事
業

一
条
通
病
院
の
経
営
活
動

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

一
条
通
病
院
事
務
長
　

菅
原
　
保
明
さ
ん

　
一
条
通
病
院
の
収
益
は
、

法
人
全
体
の
58
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
収
益
の
内
訳
は
、

83
％
が
入
院
収
益
、
外
来
、

健
診
な
ど
が
残
り
17
％
と
な

り
、
入
院
部
門
を
中
心
と
す

る
収
益
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
入
院
患
者
さ
ん
の
年
齢
構

成
は
、
70
歳
以
上
で
全
体
の

85
％
、
80
歳
以
上
だ
け
て
み

て
も
62
％
と
、
高
齢
者
を
中

心
と
す
る
入
院
医
療
が
行
わ

す
。
一
条
通
病
院
が
法
人
経

営
の
軸
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
つ
つ
、
外
来
の
強
化
と
病

院
病
床
の
フ
ル
活
用
を
一
体

的
な
も
の
と
し
て
運
営
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
、
一
条
通
病
院
は
、
診

療
報
酬
の
改
定
誘
導
に
よ
る

急
性
期
病
床
削
減
や
病
床
機

能
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
攻
撃
は

２
０
２
４
年
の
医
療
・
介
護

報
酬
同
時
改
定
で
更
に
強
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
医
療
要
求
に
応

え
つ
つ
、
医
師
体
制
を
は
じ

め
と
す
る
主
体
的
力
量
と
重

ね
合
わ
せ
、
医
療
経
営
構
造

の
転
換
の
議
論
を
開
始
し
て

い
き
ま
す
。

訪
問
看
護
事
業

に
つ
い
て

東
光
ぬ
く
も
り
ポ
ー
ト
か
ぐ
ら 

師
長

荒
井
　
真
巳
さ
ん

　
２
０
２
１
年
８
月
に
コ
ロ

ナ
禍
で
在
宅
療
養
が
急
速
に

進
む
中
、
当
法
人
は
旭
川
医

院
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
東
光
ぬ
く
も
り
ポ
ー
ト
の

サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
「
サ
ブ

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ぐ
ら
」
を
併

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
訪
問

看
護
の
体
制
は
東
光
に
看
護

師
９
名
、
リ
ハ
ビ
リ
技
士
３

名
、
サ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ぐ
ら
に
看
護
師
３
名
を
配
置

し
大
規
模
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
５
月
か
ら
機

能
強
化
型
Ⅰ
の
届
け
出
を
行

れ
て
お
り
、
重
症
度
、
介
護

度
も
必
然
的
に
高
く
な
り
医

師
を
は
じ
め
看
護
介
護
労
働

も
大
変
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　
入
院
経
路
で
は
、
法
人
外

か
ら
の
紹
介
入
院
が
42
％
を

占
め
て
お
り
、
急
性
期
治
療

後
の
療
養
を
担
う
医
療
機
関

と
し
て
、
地
域
の
医
療
連
携

を
重
視
し
強
化
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
外
来
の
状
況
は
、
法
人
内

診
療
所
を
含
め
外
来
患
者
数

が
減
少
し
て
お
り
「
外
来
患

者
を
ど
う
増
や
す
か
」
が
共

通
の
課
題
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

が
長
引
く
中
で
経
済
的
に
困

難
を
抱
え
る
方
々
へ
の
働
き

か
け
や
無
料
低
額
診
療
を
広

げ
る
活
動
な
ど
、
受
診
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
強
め
ま

３
病
棟　
介
護
主
任

A

医
学
生
と
と
も
に

歩
む
活
動

一
条
通
病
院
医
師
部
次
長
　

田
代
　
民
央
さ
ん

　
医
学
生
は
皆
、良
い
医
師

に
な
り
た
い
と
い
う「
夢
」を

持
っ
て
い
ま
す
。今
年
卒
業

し
た
鈴
木
織
江
医
師
が
学
生

時
代
に
一
番
心
に
残
っ
た
こ

と
は
宗
谷
友
の
会
と
の
出
会

い
で
し
た
。「
道
北
勤
医
協
を

支
え
た
い
と
い
う
強
い
想
い

を
感
じ
た
。」と
述
べ
て
い
ま

す
。ま
た
、渡
邊
由
桂
医
師
が

一
条
通
病
院
を
選
ん
だ
決
め

手
は「
ま
ち
づ
く
り
交
流
館
」

の
活
動
で
、「
地
域
に
住
む
人

が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

見
つ
け
健
康
を
支
え
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考

え
た
い
」と
い
う
想
い
が
一

致
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
医

学
生
が
道
北
勤
医
協
の
魅
力

を
知
り
、
将
来
こ
の
地
域
の

医
療
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
を

作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
私
に
は『
夢
』が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
道
北
勤
医
協
に
た
く
さ

ん
医
師
が
き
て
く
れ
る
こ
と

で
す
。『
理
想
』は
医
学
生
が
勤

医
協
は
自
分
の
夢
を
実
現
で

き
る
場
所
と
感
じ
、「
勤
医
協

で
働
き
た
い
」と
思
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。『
実
行
』す
る

ポ
イ
ン
ト
は【
共
同
】で
す
。

　
先
日
、
稚
内
で
実
習
を
行

っ
た
際
、
医
学
対
と
宗
谷
友

の
会
と
の
共
同
、
勤
医
協
と

稚
内
市
と
の
共
同
が
実
現
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
か
な

か
成
果
が
で
な
い
の
が
医
師

の
後
継
者
対
策
で
す
。

　
非
常
に
困
難
な
課
題
で
す

が
、
正
面
か
ら
受
け
止
め
克

服
し
て
い
か
な
い
限
り
道
北

勤
医
協
の
未
来
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
困
難
な
課
題
の
先

頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
い
く

こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

に
と
っ
て
、
地
域
住
民
に
と

っ
て
大
切
な
施
設
で
す
。
ギ

リ
ギ
リ
の
職
員
体
制
、
施
設

は
古
く
て
頻
繁
に
故
障
す

る
、
職
員
の
奮
闘
む
な
し
く

赤
字
。
資
本
と
な
る
「
人
・

物
・
金
」
の
ど
れ
も
が
足
り

て
い
ま
せ
ん
。
物
と
金
は
現

状
す
ぐ
の
解
決
は
難
し
い
で

す
が
、
補
助
金
を
活
用
し
て

改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
あ
と
は
人
で
す
。
働
く

職
員
は
も
と
よ
り
、
ほ
と
ん

ど
無
給
で
支
え
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
友

の
会
や
地
域
住
民
、
か
た
く

り
の
郷
を
利
用
し
て
く
れ
る

利
用
者
さ
ん
な
ど
、
す
べ
て

い
、
利
用
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
６
月
か
ら

看
護
師
の
シ
フ
ト
制
を
導
入

し
24
時
間
３
６
５
日
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の

看
取
り
件
数
は
年
間
46
件
と

増
加
し
、
全
体
管
理
者
数
は

１
８
５
名
、
月
訪
問
件
数

１
０
０
０
件
前
後
と
経
営
的

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
病
院
の
面
会
制
限
に
よ

り
、
療
養
場
所
が
在
宅
へ
シ

フ
ト
し
、
認
知
症
や
終
末
期

で
医
療
処
置
が
必
要
な
重
度

の
方
が
増
加
し
た
結
果
で
も

あ
り
ま
す
。

　
ご
家
族
の
状
況
は
、
家
に

帰
っ
て
き
た
が
介
護
で
き
な

い
方
、
最
期
は
入
院
を
希
望

し
た
が
コ
ロ
ナ
で
面
会
で
き

な
い
の
で
ど
う
し
よ
う
と
い

う
悩
み
を
抱
え
、
様
々
な
選

択
を
短
期
間
で
行
い
、
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
辛
く
大

変
で
す
。
訪
問
看
護
で
は
利

用
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
様
々

な
相
談
に
乗
り
、
支
え
て
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
続
き
ま

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
に
対
峙
し

な
が
ら
の
訪
問
看
護
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ

勤
医
協
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
を

出
さ
な
い
よ
う
努
力
を
重

ね
、
法
人
全
体
の
感
染
症
に

対
す
る
対
応
力
は
向
上
し
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
超
高
齢
・
多
死

社
会
の
中
で
２
０
２
５
年
ま

で
に
10
万
人
以
上
の
訪
問
看

護
師
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
足
り
て
い
ま
せ

ん
。
訪
問
看
護
師
の
養
成
は

国
・
看
護
協
会
・
当
法
人
の

共
通
の
課
題
で
す
。
色
々
な

職
種
、
市
内
の
医
療
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
根
差
し
た
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
な
る
よ
う
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

道
北
勤
医
協
が
こ
れ
ま
で
運

営
し
て
き
た
中
で
作
り
上
げ

た
財
産
で
す
。
こ
の
人
と
い

う
財
産
を
増
や
し
、
力
を
あ

わ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
ポ
イ

ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　
道
北
勤
医
協
は
長
く
介
護

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
入

所
施
設
が
あ
り
、
通
所
や
訪

問
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
え

み
な
福
祉
企
画
を
含
め
た
民

医
連
グ
ル
ー
プ
で
見
る
と
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
介
護
事
業
の

種
類
を
持
っ
て
い
る
う
え
、

医
療
も
同
一
法
人
で
行
っ
て

い
ま
す
。「
医
療
と
介
護
の

一
体
提
供
」
が
こ
の
事
業
計

画
成
功
の
カ
ギ
で
す
。

全
体
討
論
の
発
言
か
ら

月 火 水 木 金 土
一条通病院 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前
整形外科 ○ ○ ○ ※１ ○ ○ ※２ ○

内科（予約外来） ○ ○ ○
もの忘れ外来（予約） ○ ○

小児科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
こども便秘外来（予約） ○ ○ ○
一条クリニック 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前
一般外来 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
予約外来 ○ ○ ○ ○ ○

一条通病院、一条クリニックの診療案内

※１はリウマチ外来（予約制）、※２は骨粗鬆症外来（予約制）。第４水曜日は全科休診。
小児科、こども便秘外来はインターネット予約が可能です。https://5.mfmb.jp/90046301/
小児科は第２・４土曜日は休診。
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３
病
棟　
介
護
主
任

B

相
談
室
の
窓

て
、
本
人
が
申
し
立
て
で
き

る
判
断
能
力
が
あ
れ
ば
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、
難
し
い
場

合
は
四
親
等
以
内
の
親
族
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
申
立
人
に
申
請
費
用

が
か
か
る
た
め
躊
躇
し
て
手

続
き
が
進
ま
な
い
こ
と
が
あ

り
、
申
立
人
が
市
長
村
長
に

な
る
と
決
定
通
知
が
届
く
ま

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
成
年

後
見
人
制
度
と
は
、
認
知

症
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害

な
ど
の
原
因
で
、
判
断
能
力

が
低
下
し
た
方
の
医
療
や
介

護
、
施
設
入
所
な
ど
の
契
約

の
締
結
、
生
活
や
療
養
看
護

に
か
か
る
法
的
な
手
続
き
を

補
助
し
、
財
産
管
理
を
行
う

制
度
で
す
。
申
し
立
て
は
、

本
人
ま
た
は
本
人
の
四
親
等

以
内
の
親
族
（
配
偶
者
・

子
・
孫
・
両
親
・
兄
弟
姉

妹
・
甥
・
姪
な
ど
）
が
行
う

こ
と
が
で
き
、
本
人
や
四
親

等
以
内
の
親
族
の
申
し
立
て

が
難
し
い
場
合
は
、
市
町
村

長
が
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
の
申
し
立
て
に
関
し

　
Ａ
さ
ん
は
80
歳
の
女
性
、

１
人
暮
ら
し
で
結
婚
歴
は
な

く
兄
妹
と
疎
遠
な
た
め
身
寄

り
は
い
ま
せ
ん
。
あ
る
日
、

ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
か
ら

「
家
賃
や
光
熱
費
の
支
払
い

が
滞
っ
て
い
る
」「
認
知
症

ー
ブ
ル
を
見
る
と
乱
雑
に
置

か
れ
た
郵
便
物
が
あ
り
、
内

容
を
確
認
す
る
と
数
か
月
前

の
公
共
料
金
等
の
未
払
い
の

用
紙
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

古
い
内
服
薬
も
あ
り
、
病
院

受
診
を
中
断
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
早
々
に

本
人
と
一
緒
に
家
賃
や
公
共 『

在
宅
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に

成
年
後
見
人
制
度
を
活
用
』

みんなの
医療講座

シリーズ
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クスリにまつわるお話し
小泉　洋卓一条通病院薬剤科長

の
疑
い
が
あ
る
の
で
は

…
」
と
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
Ａ
さ
ん
の
ア
パ

ー
ト
に
伺
う
と
、
部
屋

は
き
れ
い
で
買
い
物
や

簡
単
な
調
理
は
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
テ

料
金
等
の
支
払
い
を
行
い
、

病
院
受
診
（
物
忘
れ
外
来
）

を
促
し
付
き
添
い
ま
し
た
。

病
院
の
検
査
結
果
か
ら
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と
診

断
さ
れ
、
認
知
症
の
進
行
予

防
や
日
常
の
金
銭
管
理
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契

約
等
の
支
援
が
必
要
な
た

め
、
介
護
保
険
の
申
請
と
同

時
に
成
年
後
見
人
制
度
の
手

続
き
を
勧
め
ま
し
た
。

　
成
年
後
見
人
制
度
は
、
行

政
書
士
や
司
法
書
士
と
連
携

し
、
本
人
が
申
立
人
と
し
て

申
請
手
続
き
を
行
い
、
２
か

月
後
に
補
佐
人
の
決
定
通
知

が
届
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

の
契
約
を
行
い
、
在
宅
生
活

で
半
年
以
上
か
か
る
等

の
活
用
の
し
づ
ら
さ
が

あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち

に
成
年
後
見
人
制
度
を

理
解
し
、
上
手
に
活
用

す
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。関
心
の
あ
る
方
は
、

相
談
窓
口
と
し
て
旭
川
社
会

福
祉
協
議
会
の
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
相
談
く
だ
さ
い
。

道
北
勤
医
協

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
　

赤
間
　
由
佳
理

　
６
月
25
日
に
「
た
だ
い

ま
食
堂
」
が
開
催
さ
れ
22

世
帯
、
80
人
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
の
メ

ニ
ュ
ー
は
オ
ム
ラ
イ
ス
、

バ
ナ
ナ
シ
ェ
イ
ク
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
、
お
菓
子
の
詰
め

合
わ
せ
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

な
ど
多
彩
な
内
容
を
準
備

し
て
コ
ロ
ナ
禍
で
が
ん
ば

る
親
子
を
応
援
し
ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
体

験
も
行
い
ま
し
た
。
ヨ
ー

　
８
月
16
日（
火
）、午
後
２

時
か
ら
「
あ
か
つ
き
法
律
事

務
所
」
の
畑
地
雅
之
弁
護
士

が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

※�

予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
連

絡
先
33-

０
８
５
４
（
友

の
会
連
合
会
）

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

ヨ
ー
釣
り
を
す
る
子
ど
も
た

ち
は
満
面
の
笑
顔
で
楽
し
ん

で
お
り
、
そ
れ
を
見
る
大
人

た
ち
も
癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
い
ま
食
堂
で
は
毎

月
の
運
営
費
を
大
人
の
み

３
０
０
円
の
会
費
と
募
金
で

賄
っ
て
い
ま
す
。
募
金
の
内

訳
は
本
紙
読
者
の
み
な
さ

ん
、
地
域
の
み
な
さ
ん
、
職

員
か
ら
の
浄
財
で
す
。
運
営

は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
運
営
を
支
え
る
も

う
一
つ
の
支
え
は
、
友
の
会

員
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
料
理
や
買
い
出
し
な
ど

準
備
に
大
活
躍
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
食
堂
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
子
ど
も
た

ち
や
高
齢
者
、
大
人
の
居
場

所
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
交

流
館
」
を
中
心
に
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
た
だ
い
ま
食
堂
」大
賑
わ
い

ヨーヨー釣りに子どもたちも大喜び

　
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
に
は
製

剤
設
計
上
の
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
リ
ク
シ
ア
ナ
Ｏ
Ｄ

錠
、
ガ
ス
タ
ー
Ｄ
錠
、
ユ
ニ

フ
ィ
ル
Ｌ
Ａ
錠
、
ボ
ル
タ
レ

ン
Ｓ
Ｒ
カ
プ
セ
ル
、
ア
ダ
ラ

ー
ト
Ｃ
Ｒ
錠
等
、
他
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
薬
に
は
製
剤
設
計
上
の
工

夫
を
示
す
表
記
と
し
て
、
名

前
の
後
ろ
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
が
つ
い
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
こ
れ
ら
の
製
剤
設
計
上

の
工
夫
を
表
す
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
の
意
味
に
つ
い
て
、
主

な
も
の
を
大
き
く
二
つ
に
分

け
て
お
話
し
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。 

　
一
つ
目
は
「
水
無
し
で

飲
め
る
」
と
い
う
意
味
の

表
記
で
す
。
リ
ク
シ
ア
ナ

Ｏ
Ｄ
錠
や
ガ
ス
タ
ー
Ｄ
錠

な
ど
が
該
当
し
〞Orally 

Disintegrating

（
口
腔
内

崩
壊
）〟を
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
と
お
り
口
腔
内
崩

壊
錠
と
呼
ば
れ
、
唾
液
の
み

や
少
量
の
水
で
飲
む
こ
と
も

可
能
な
た
め
、
嚥
下
能
力
に

困
難
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な

方
で
も
飲
み
や
す
い
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
唾
液
だ
け
で
も
溶

け
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る

た
め
湿
度
に
弱
い
・
軟
ら
か

く
欠
け
や
す
い
な
ど
の
欠
点

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、〞
Ｄ
〟
や
〞
Ｏ

Ｄ
〟
以
外
に
も
同
様
の
工

夫
が
施
さ
れ
て
い
る
薬
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ゾ
ー

ミ
ッ
グ
Ｒ
Ｍ
錠
は
〞Rapid 

M
elt

（
速
溶
）〟、
マ
ク
サ

ル
ト
Ｒ
Ｐ
Ｄ
錠
は
〞Rapid 

Disintegrating
（
速
崩
壊
）〟

を
表
し
て
い
ま
す
が
、〞Ｄ
〟

や
〞
Ｏ
Ｄ
〟
と
同
じ
意
味
の

表
記
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

 

　
二
つ
目
は
徐
放
性
製
剤

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、「
徐
々

に
放
出
す
る
」
と
い
う
意
味

の
表
記
で
す
。
ユ
ニ
フ
ィ
ル

Ｌ
Ａ
錠
や
ム
コ
ソ
ル
バ
ン
Ｌ

錠
な
ど
は
〞Long Acting

（
長
時
間
作
用
）〟、
ボ
ル

タ
レ
ン
Ｓ
Ｒ
カ
プ
セ
ル
は

〞Slow Release

（
ゆ
っ

く
り
放
出
）〟、
ア
ダ
ラ
ー

ト
Ｃ
Ｒ
錠
は
〞Controlled 

Release

（
調
節
さ
れ
た
放

出
）〟、
ヘ
ル
ベ
ッ
サ
ー
Ｒ
カ

プ
セ
ル
は
〞Retard

（
遅
ら

せ
る
）〟を
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
薬
は
消
化
管
内

か
ら
徐
々
に
有
効
成
分
が
吸

収
さ
れ
る
た
め
、
少
な
い
服

用
回
数
で
長
時
間
作
用
が
持

続
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
錠
剤
を
割
っ

た
り
粉
砕
し
た
り
す
る
と
、

徐
放
性
を
維
持
す
る
た
め
に

設
計
さ
れ
た
構
造
が
破
壊
さ

れ
、
薬
の
成
分
が
急
速
に
体

内
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
副

作
用
が
発
現
し
や
す
い
と
い

う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。 
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胸
が
一
杯
に

旭
川
市

　
林
　
　
吉
明
さ
ん

　
研
修
医
　
渡
邊
由
桂
ド
ク

タ
ー
の
経
歴
と
日
頃
の
他
方

面
に
わ
た
る
活
躍
に
胸
が
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
ほ
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。

短
歌
の
紹
介

稚
内
市

　
中
村
　
昌
子
さ
ん

平
和
と
は
　
戦
争
と
は
と

己
問
い
　

長
崎
の
夜
の
　
思
案
橋
渡
る

や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
は
こ
こ
に
も

旭
川
市

　
平
野
　
武
弘
さ
ん

　
友
の
会
バ
ス
を
利
用
し
て

上
野
フ
ァ
ー
ム
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
せ

い
で
24
人
の
バ
ス
に
12
人
し

か
乗
れ
ま
せ
ん
。
早
く
コ
ロ

ナ
が
終
息
し
、
希
望
者
全
員

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る

日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

クロスワードパズル 400
����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

ヨ
コ
の
か
ぎ
？

② 

将
棋
棋
士
・
藤
井
聡
太

五
冠
は
杉
本
昌
隆
八
段

の
◯
◯
◯
。

④ 

朝
鮮
の
漬
物
の
総
称
。

⑥
日
本
古
来
の
紙
。

⑧
８
月
15
日
。
○
○
○
○
○

記
念
日
。

⑪
普
通
と
様
子
が
違
っ
て
い

る
こ
と
。

⑫
神
社
や
寺
院
に
祈
願
す
る

と
き
に
奉
納
し
ま
す
。

⑭
罪
人
を
辺
境
ま
た
は
島
に

送
る
刑
。

⑯
ポ
ケ
モ
ン
で
す
。
ゴ
ー
ス

ト
、
ゲ
ン
ガ
ー
と
進
化

し
て
い
き
ま
す
。

タ
テ
の
か
ぎ
？

①�

別
名
で
ア
カ
サ
ギ
と
も
い

い
ま
す
。

②�

綿
雪
や
牡
丹
雪
に
近
い
の

は
○
○
○
○
。

③�

◯
◯
◯
手
形
。
外
国
◯
◯

◯
。

⑤�

気
が
は
や
っ
て
居
て
も
立

っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な

る
と
、
何
が
騒
ぐ
？

⑦��

◯
◯
・
ゴ
ジ
ラ
。○
○
・

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。

⑨
猛
威
を
ふ
る
っ
て
、
依
然

お
さ
ま
ら
な
い
、
コ
ロ

ナ
◯
◯
◯
○
。

⑩�

雑
穀
の
一
つ
。

⑬
◯
◯
に
も
衣
裳
。

⑮
押
◯
◯
。
認
め
◯
◯
。

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
組
み
合

わ
せ
て
、
あ
る
言
葉
（
ヒ
ン

ト
参
照
）を
作
っ
て
下
さ
い
。

　
ご
応
募
は
ハ
ガ
キ
、
各
院

所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」、

Ｅ
メ
ー
ル
で
答
、
氏
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
を
記
入
し
て

お
送
り
下
さ
い
。
抽
選
で
20

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
お

送
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り
は
８
月
末
日
。

＝
あ
て
先
＝

〒
０
７
８
―
８
３
４
１
　

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目
４

番
20
号
　
道
北
勤
医
協
本
部

地
域
健
康
部

〈
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

tom
onokai@

dohoku-
kinikyo.or.jp

　
６
月
号
の
答
は「
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
」

　
応
募
総
数
は
１
４
９
通

（
ハ
ガ
キ
90
通
・
メ
ー
ル
56

通
・
応
募
用
紙
３
通
）

＝
当
選
者
＝
20
人
（
敬
称
略
）

石
塚
喜
美
子
、
淤
見
道
子
、
加

賀
谷
洋
子
、
岸
広
昭
、
桑
原
由

加
里
、
佐
々
木
い
ず
み
、
佐
々

木
和
江
、
佐
藤
圭
子
、
高
橋
セ

ツ
子
、
谷
藤
憲
次
郎
、
渡
部
恭

子
（
以
上
、
旭
川
市
）、
澤
村
精

子
、
門
間
彩
香
、
山
本
実
穂
（
以

上
、
稚
内
市
）、
佐
藤
幸
雄
（
中

富
良
野
町
）、鳥
越
充（
鷹
栖
町
）、

宮
川
富
子
（
猿
払
村
）、
山
田
隆

司
（
妹
背
牛
町
）、
三
野
宮
八
朗

（
石
狩
市
）、佐
藤
楓（
札
幌
市
）

ヒ
ン
ト

防
衛
費
倍
増
や
め
て

富
良
野
市

　
佐
々
木
　
優
さ
ん

　
防
衛
費
の
倍
増
を
約
束
し

た
。
そ
の
お
金
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
食
糧
の
自
給
率
向

上
や
社
会
保
障
費
充
実
た
め

に
使
え
ば
、
国
民
の
暮
ら
し

は
豊
か
に
な
り
ま
す
。

時
は
な
が
れ

旭
川
市

　
岩
田
　
晴
美
さ
ん

　
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
頃
、

風
邪
だ
、
怪
我
だ
と
病
院
に
走

り
ま
し
た
。
時
は
な
が
れ
、
い

つ
し
か
自
分
が
走
る
身
と
な
り

ま
し
た
。(^O^)
／

利
用
し
て
い
ま
す

旭
川
市

　
広
瀬
　
朋
江
さ
ん

　
時
折
、
院
所
を
利
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
親
切
で
あ
り
が

た
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

定
年
退
職

札
幌
市

　
山
﨑
　
文
雄
さ
ん

　
44
年
勤
め
た
会
社
を
62
歳

で
定
年
退
職
。
現
在
67
歳
で

す
。
近
く
の
倉
庫
で
、
時
給

１
０
０
０
円
で
働
い
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
町
内
の
役
員
も

シ
リ
ー
ズ

⑭ ⑮

第二次世界大戦中、戦場で亡くな
った画学生たちの残した絵画や作
品を展示しています。

　
３
月
末
で
閉
院
し
た
旭
川

② ③

⑫ ⑬

オンラインで開催された道北勤医協全看護師集会

①

⑤④ ⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑯

クロスワードパズル６月号解答

ア レ
サミダレ
ヤケ テ
ケラキン
ヤダ クジ

サボテン

ハ

タ
ーイ

フ

ム

北
海
道
勤
医
協
　
札
幌
北
・
石
狩
健
康
友
の
会
見
学

北
医
院
の
診
療
ス
ペ
ー
ス
の

る
会
館
の
取
り
組
み
を
学

び
、
今
後
の
道
北
勤
医
協
友

の
会
が
進
め
る
居
場
所
づ
く

り
の
運
営
の
参
考
に
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
現
地
の
乙
坂
昭
会
長
と

伊
藤
洋
子
事
務
局
長
よ
り
、

「
札
幌
北
・
石
狩
健
康
友
の

会
の
活
動
及
び
、
友
の
会
会

館
の
運
営
に
つ
い
て
」
の
お

話
し
、
北
海
道
勤
医
協
の
友

の
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
近

藤
良
明
組
織
部
長
よ
り
講
演

い
た
だ
き
、
学
習
と
意
見
交

流
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

新
た
な
活
用
に

向
け
て
、
６
月

23
日
、
友
の
会

連
合
会
と
病
院

職
員
11
名
で
、

閉
院
し
た
勤
医

協
札
幌
北
区
病

院
に
隣
接
す
る

札
幌
ぽ
ぷ
ら
会

館
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
札
幌
北
・
石

狩
健
康
友
の
会

が
運
営
し
て
い

か
ら
は
、「
旧
旭
川
北
医
院

の
居
場
所
は
、
そ
の
ま
ま
新

た
な
居
場
所
が
つ
く
れ
る
と

思
う
。
あ
と
は
サ
ー
ク
ル
を

作
り
、
ど
れ
だ
け
楽
し
い
活

動
が
で
き
る
か
が
大
切
」、

「
民
医
連
運
動
の
歴
史
を
改

め
て
学
び
、
医
師
・
職
員
集

団
と
共
同
組
織
の
連
携
が
い

か
に
大
切
か
を
再
確
認
し
ま

し
た
」
な
ど
積
極
的
な
感
想

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
道

北
勤
医
協
で
も
「
居
場
所
づ

く
り
」
の
取
り
組
み
を
進
め

て
行
き
ま
す
。

道北勤医協
全看護師集会開催
大切にしてきた看護

語りつぐ看護　つなぐ未来

　
６
月
22
日
、
一
条
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
メ
イ
ン
会
場
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
道

北
勤
医
協
全
看
護
師
集
会
」

は
９
会
場
、
75
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
１
９
７
５
年
の
協
会
設
立

当
初
か
ら
「
無
差
別
平
等
の

医
療
・
看
護
」
を
実
践
し
て

き
た
道
北
勤
医
協
の
看
護
師

集
団
。
ど
ん
な
時
も
「
命
の

平
等
」「
そ
の
人
ら
し
さ
」

を
大
切
に
し
た
看
護
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
世
界
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
や
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
世

界
的
な
物
価
高
騰
な
ど
人
々

の
人
権
や
い
の
ち
、
生
活
が

奪
わ
れ
、
脅
か
さ
れ
る
事
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
開
催
さ
れ
た
今

集
会
は
い
の
ち
、
憲
法
、
民

医
連
綱
領
、
看
護
部
理
念
の

視
点
で
ひ
た
す
ら「
い
の
ち
」

に
向
き
合
う
看
護
師
集
団
の

た
ゆ
み
な
い
歴
史
を
次
世
代

に
語
り
継
ぐ
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

　
一
条
通
病
院
を
は
じ
め
、

宗
谷
医
院
、
介
護
事
業
所
な

ど
か
ら
リ
レ
ー
ト
ー
ク
形
式

で
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
会
の
ま
と
め
で
八
重
樫

雅
恵
看
護
部
長
は
、
私
た
ち

は
何
の
た
め
に
看
護
の
質
を

上
げ
る
の
か
、
そ
れ
は
、
い

の
ち
の
平
等
を
守
り
、
そ
の

人
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
寄

り
添
う
看
護
を
実
践
し
て
い

く
た
め
で
す
。
困
難
な
今
だ

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
民
医

連
綱
領
を
真
正
面
に
据
え
、

「
医
療
・
介
護
の
二
つ
の
柱
」

を
地
域
で
実
践
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
、
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

様々な取り組み、経験を学びました。

「
居
場
所
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に

旭
川
市

　
山
下
　
美
貴
子
さ
ん

旭
川
市

　
長
島
　
典
子
さ
ん


